
◆発明概要と利点

発明者らは、ウレイドスルホンアミド骨格を有するアクリルアミドの⽴体特異

的ラジカル重合とそれに続く重合後修飾（PPM）によるアイソタクチックポリア

クリレートおよびポリアクリルアミドの合成方法を開発しました。この合成方法

は、ウレイドスルホンアミド骨格を有するアクリルアミド（1）を重合させて、

⽴体規則性を有する重合体を得る工程と、得られた重合体をアルコールまたはア

ミンによって変換する工程を含みます。

京都大学の新技術

ライセンス契約を受けていただき 本発明の実用化を目指していただける企業様を求めます。

◆お問い合わせ先

京都大学産学連携担当

株式会社ＴＬＯ京都

〒606-8501

京都市左京区吉田本町

京都大学 産官学連携本部内

(075)753-9150 
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◆背景

ビニルポリマーの⽴体規則性は、結晶化温度等のポリマーの物性に大きな影響

を与えることが知られています。⽴体規則性を有するビニルポリマーの重合法は

多数報告されてきましたが、ビニルポリマーの種類や重合法によって最適な触媒

や添加剤は異なり、様々な種類のポリマーに適用可能な汎用的手法は報告されて

いませんでした。

◆適応分野

・新規高分子材料開発のため

のライブラリー合成

• ポリアクリルアミドの製造

（バイオマテリアルへの応用

可能性あり）

• ポリアクリレートの製造

◆希望の連携形態

• 実施許諾契約

• オプション契約

• MTA（サンプル提供）可

能（種類等要相談）

（技術検討のためのF/S）

※本発明は京都大学から特許

出願中です。

◆研究段階

・ 1Ｈ－ＮＭＲおよび13Ｃ－

ＮＭＲによって、合成生成物

の⽴体規則性を評価済み。

・生成物の物性としてガラス

転移温度、結晶性、および水

への溶解性を評価済み。

高い立体規則性を有するポリアクリレートまたはポリアクリルアミドの合成方法

高い立体規則性を有する様々な種類のビニルポリマーの合成に適用できる汎用的手法です。

【図 1】ウレイドスルホンアミド骨格を有するモノマー（１）の立体特異的ラジカル重合とそ

れに続くアルコール分解/アミノ分解によるアイソタクチックポリアクリレートおよびポリア

クリルアミドの合成

⮚ ウレイドスルホンアミド骨格を有するアクリルアミドを低温・低濃度で重合する

ことで、⽴体規則性を有するビニルポリマーが得られる。

⮚ 得られたビニルポリマーはワンポットで望みのポリアクリルアミドまたはポリア

クリレートに変換可能である。

⮚ ⽴体規則性高選択的（95～99%）なポリアクリルアミドおよびポリアクリレー

トの汎用的合成を可能にする。
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Rはアルキル基またはアリール基
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